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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵＲＬを登録Ｕ
ＲＬとして記憶する登録ＵＲＬ記憶手段と、
　通信ネットワークを介して取得したＷｅｂページを表示したことに応じて、そのＷｅｂ
ページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶する履歴ＵＲＬ記憶手段と、
　所定の後退操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴
ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の
後退操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを
抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する後退表示手段と、
　所定の進行操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴
ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の
進行操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを
抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する進行表示手段と、
を備える端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の端末であって、
　前記所定のＵＲＬは、通信ネットワークを介して所定の条件に基づいてＷｅｂページを
検索することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページを示すＵＲＬと
前方一致する端末。
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【請求項３】
　端末がＷｅｂページを表示する方法であって、
　前記端末が、所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵ
ＲＬを登録ＵＲＬとして記憶する登録ＵＲＬ記憶工程と、
　前記端末が、通信ネットワークを介して取得したＷｅｂページを表示したことに応じて
、そのＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶する履歴ＵＲＬ記
憶工程と、
　前記端末が、所定の後退操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記
憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する
、前記所定の後退操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直前の
履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する後退表
示工程と、
　前記端末が、所定の進行操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記
憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する
、前記所定の進行操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直後の
履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する進行表
示工程と、
を含む方法。
【請求項４】
　端末に、
　所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵＲＬを登録Ｕ
ＲＬとして記憶する登録ＵＲＬ記憶工程と、
　通信ネットワークを介して取得したＷｅｂページを表示したことに応じて、そのＷｅｂ
ページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶する履歴ＵＲＬ記憶工程と、
　所定の後退操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴
ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の
後退操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを
抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する後退表示工程と、
　所定の進行操作を受け付けたことに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴
ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に登録された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の
進行操作を受け付けた際に表示している前記ＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを
抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する進行表示工程と、
を実行させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、Ｗｅｂページを表示する端末、方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、予めインストールされたブラウザのプログラムを実行することにより、通信
ネットワークを介して取得したＷｅｂページを表示する端末が知られている。ブラウザは
、ＵＲＬによってＷｅｂページを特定し、その特定したＷｅｂページを端末に表示させる
。そして、端末は、Ｗｅｂページに含まれるハイパーリンクのクリック操作や、Ｗｅｂペ
ージ上のボタンの押下、リストボックスの選択等の操作を受け付ける。これにより、端末
は、様々なＷｅｂページに容易に遷移でき、その遷移したＷｅｂページを表示できる。
【０００３】
　ここで、多くのブラウザは、端末操作によって表示されるＷｅｂページが遷移するたび
に、そのＷｅｂページのＵＲＬを端末に閲覧履歴として記憶させるためのプログラムを備
える。そして、ブラウザは、当該端末に「戻る」及び「進む」のボタンを表示させ、これ
らのボタンが操作されたことに応じて、当該ボタンが操作された際に表示しているＷｅｂ
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ページのＵＲＬの直前又は直後に記憶したＵＲＬを読み出させ、そのＵＲＬによって特定
されるＷｅｂページを再表示させるためのプログラムを備える。このようなプログラムに
より、ユーザは、「戻る」又は「進む」のボタンの操作を必要に応じて複数回繰り返すこ
とによって、記憶した閲覧履歴を辿って過去に閲覧したＷｅｂページにまで戻ったり、一
旦戻ったＷｅｂページから進んだりすることができる。
【０００４】
　しかしながら、このような端末では、ユーザが多くのＷｅｂページを閲覧すればするほ
ど閲覧履歴が肥大化する。そのため、ユーザは、多くのＷｅｂページを閲覧すればするほ
ど「戻る」又は「進む」のボタンの操作を繰り返さねばならず、煩わしい場合がある。
【０００５】
　このような課題を解決するために、閲覧履歴として記憶されたページ情報に基づき、各
Ｗｅｂページを示すアイコン又は縮小画像を木構造に結合して表示するＷｅｂページ閲覧
履歴管理装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００７－１７９２８２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、ユーザが木構造を正しく把握できるとは限らない。そのため、特許文献
１に記載されたＷｅｂページ閲覧履歴管理装置を提供しても、この装置を使いこなすこと
ができない可能性がある。さらに、特許文献１の技術は、所定の閲覧履歴を辿るという目
的に対して「戻る」又は「進む」の操作以外に「木構造」の表示をするための新たな操作
をユーザに強いることになり、必ずしも当該目的に沿った解決手段を提供しているとはい
えない。
【０００８】
　また、ユーザが所望のＷｅｂページを探索するために、端末が検索エンジンにアクセス
し、検索結果リストページとして表示した候補ＵＲＬのリストからさらに候補ＵＲＬの選
択操作を受け付けてその候補ＵＲＬに対応したＷｅｂページを表示する場合、当該検索結
果リストページは当該探索の目次ページとして機能する。しかしながら、当該候補ＵＲＬ
に対応したＷｅｂページからさらにハイパーリンクのクリック操作等を行ってその他のペ
ージを閲覧した場合には、その後、「戻る」又は「進む」の操作を１回行うだけで閲覧履
歴を辿って当該検索結果リストページを直接表示できるとは限らない。
【０００９】
　本発明は、簡易な操作により閲覧履歴を辿って所定のＷｅｂページを表示できる端末、
方法及びプログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明では、以下のような解決手段を提供する。
【００１１】
　（１）　所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵＲＬ
を登録ＵＲＬとして記憶するＵＲＬ登録手段と、通信ネットワークを介して取得したＷｅ
ｂページを表示したことに応じて、そのＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして時刻で
順序づけて記憶する履歴ＵＲＬ記憶手段と、所定の後退操作を受け付けたことに応じて、
前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶され
た登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の後退操作を受け付けた際に表示している前記Ｗ
ｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷ
ｅｂページを表示する後退表示手段と、所定の進行操作を受け付けたことに応じて、前記
履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶された登
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録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の進行操作を受け付けた際に表示している前記Ｗｅｂ
ページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂ
ページを表示する進行表示手段と、を備える端末。
【００１２】
　（１）に記載の発明によれば、ユーザが所定のＵＲＬについて登録操作を行い、当該所
定のＵＲＬをＵＲＬ登録手段により記憶しておけば、その後、ユーザが所定の後退操作又
は進行操作をするだけで、端末は、履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬの中から
、ＵＲＬ登録手段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、当該所定の後退操作又は進行
操作をした際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直前又は直後の履歴ＵＲＬにまで遡
って又は進行してＷｅｂページを表示する。これにより、簡易な操作により閲覧履歴を辿
って所定のＷｅｂページを表示可能な端末を提供できる。
【００１３】
　（２）　（１）に記載の端末であって、前記所定のＵＲＬは、通信ネットワークを介し
て所定の条件に基づいてＷｅｂページを検索することによって得られた候補ＵＲＬをリス
ト表示するＷｅｂページを示すＵＲＬと前方一致する端末。
【００１４】
　（２）に記載の発明によれば、当該端末は、所定の条件に基づいてＷｅｂページを検索
することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページと、これら候補ＵＲ
Ｌのリンク先のＷｅｂページとが混在する履歴ＵＲＬの中から、前者のＷｅｂページだけ
を容易に抽出できる。これにより、簡易な操作により閲覧履歴を辿って所定のＷｅｂペー
ジを表示可能な端末を提供できる。
【００１５】
　（３）　端末がＷｅｂページを表示する方法であって、前記端末が、所定のＵＲＬにつ
いて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵＲＬを登録ＵＲＬとして記憶する
登録ＵＲＬ記憶工程と、前記端末が、通信ネットワークを介して取得したＷｅｂページを
表示したことに応じて、そのＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて
記憶する履歴ＵＲＬ記憶工程と、前記端末が、所定の後退操作を受け付けたことに応じて
、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に記憶さ
れた登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の後退操作を受け付けた際に表示している前記
ＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応する
Ｗｅｂページを表示する後退表示工程と、前記端末が、所定の進行操作を受け付けたこと
に応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段
に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の進行操作を受け付けた際に表示して
いる前記ＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに
対応するＷｅｂページを表示する進行表示工程と、を含む方法。
【００１６】
　（４）　端末に、所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定
のＵＲＬを登録ＵＲＬとして記憶する登録ＵＲＬ記憶工程と、通信ネットワークを介して
取得したＷｅｂページを表示したことに応じて、そのＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬ
として時刻で順序づけて記憶する履歴ＵＲＬ記憶工程と、所定の後退操作を受け付けたこ
とに応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手
段に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の後退操作を受け付けた際に表示し
ている前記ＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬ
に対応するＷｅｂページを表示する後退表示工程と、所定の進行操作を受け付けたことに
応じて、前記履歴ＵＲＬ記憶手段に記憶された履歴ＵＲＬのうち、前記ＵＲＬ登録手段に
登録された登録ＵＲＬと前方一致する、前記所定の進行操作を受け付けた際に表示してい
る前記ＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対
応するＷｅｂページを表示する進行表示工程と、を実行させるプログラム。
【００１７】
　（３）に記載の方法によれば、当該方法を実施することにより、（１）と同様の効果が
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期待できる。また、（４）に記載のプログラムによれば、当該端末に当該プログラムを実
行させることにより、（１）と同様の効果が期待できる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、簡易な操作により閲覧履歴を辿って所定のＷｅｂページを表示可能な
端末、方法及びプログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本実施形態に係る端末１を説明するための全体構成を示す図である。
【図２】本実施形態に係る登録ＵＲＬデータベース３３を示す図である。
【図３】本実施形態に係る端末１における処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】本実施形態に係る端末１における登録ＵＲＬ記憶処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図５】本実施形態に係る端末１における履歴ＵＲＬ記憶処理の流れを示すフローチャー
トである。
【図６】本実施形態に係る端末１における後退表示処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図７】本実施形態に係る端末１における進行表示処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【図８】本実施形態に係る、Ｗｅｂページを表示する端末１、方法及びプログラムを実施
したときの端末１の画面４０での表示例を示す図である。
【図９】図８に続く図である。
【図１０】図９に続く図である。
【図１１】図１０に続く図である。
【図１２】図１１に続く図である。
【図１３】図１２に続く図である。
【図１４】図１３に続く図である。
【図１５】図１４に続く図である。
【図１６】図１５に続く図である。
【図１７】図１６に続く図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について図を参照しながら説明する。
【００２１】
　［全体構成］
　図１は、本実施形態に係る端末１を説明するための全体構成を示す図である。端末１は
、この端末１を介して検索操作を受け付けたことに応じて、検索条件に合うＵＲＬを検索
する検索サーバ２及びＷｅｂページをＵＲＬに関連付けて管理する複数のＷｅｂサーバ３
と通信ネットワーク４を介して接続されている。
【００２２】
　端末１は、通信ネットワーク４に接続できるものであれば種類を問うものではない。例
えば、端末１は、パーソナルコンピュータだけでなく、携帯電話機やＰＤＡ等の携帯端末
であってもよいし、ゲーム機やテレビ装置であってもよい。
【００２３】
　端末１は、制御部１０と、記憶部３０とを備える。制御部１０は、端末１に係る各機能
を統括的に制御する。記憶部３０には、オペレーティングシステム（図示省略）、ブラウ
ザプログラム３１の他、ツールバープログラム３２が記憶されている。
【００２４】
　ブラウザプログラム３１とは、Ｗｅｂページを閲覧するためのアプリケーションソフト
ウェアとして記憶部３０に記憶されたプログラムをいい、例えば、インターネットエクス
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プローラ（登録商標）、ネットスケープ（登録商標）、モジラ（登録商標）又はオペラ（
登録商標）等が挙げられる。本実施形態では、ブラウザプログラム３１がインターネット
エクスプローラ（登録商標）である場合について説明するが、他のアプリケーションソフ
トウェアであってもよい。
【００２５】
　ツールバープログラム３２とは、端末１をブラウザプログラム３１と連携して動作させ
るためのプログラムをいう。このツールバープログラム３２は、検索サーバ２を管理する
企業が開発・公開するプログラムであってもよく、その場合、ユーザは、ツールバープロ
グラム３２をブラウザプログラム３１と共に用いることにより、その企業のサービスに迅
速にアクセスすることができる。
【００２６】
　制御部１０は、所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けるＵＲＬ登録操作受付部１１
と、この登録操作を受け付けたことに応じて、当該所定のＵＲＬを登録ＵＲＬとして記憶
部３０に記憶させるＵＲＬ登録部１２とを備える。そして、記憶部３０は、ＵＲＬ登録部
１２によって指令された登録ＵＲＬを記憶する登録ＵＲＬデータベース３３を備える。Ｕ
ＲＬ登録操作受付部１１、ＵＲＬ登録部１２及び登録ＵＲＬデータベース３３は、いずれ
もツールバープログラム３２によって実行される部分であり、登録ＵＲＬ記憶手段として
機能する。
【００２７】
　所定のＵＲＬは、ユーザにとって繰り返し閲覧する可能性のあるＷｅｂページのＵＲＬ
であればどのようなＵＲＬであってもよいが、通信ネットワーク４を介して所定の条件に
基づいてＷｅｂページを検索することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅ
ｂページを示すＵＲＬであることが好ましい。所定の条件として、例えば、検索キーワー
ドによる検索サービスカテゴリの指定、或いは、ショッピングサービスカテゴリの指定、
ニューストピックス配信サービスカテゴリの指定、辞書サービスカテゴリの指定、オーク
ションサービスカテゴリの指定、ブログサービスカテゴリの指定、動画サービスカテゴリ
の指定、地図サービスカテゴリの指定若しくは知恵袋サービスカテゴリの指定等の各種サ
ービスカテゴリの指定、又はこれらの組み合わせ等が挙げられる。
【００２８】
　これらの所定の条件のいくつかについてＵＲＬを例示すると、通信ネットワーク４を介
して検索キーワードを指定してＷｅｂページを検索することによって得られた候補ＵＲＬ
をリスト表示するＷｅｂページを示すＵＲＬの例として、ｈｔｔｐ：／／ｓｅａｒｃｈ．
ａａａ．ｃｏ．ｊｐ（ａａａは、Ｗｅｂページを管理する会社の名称）が挙げられる。ま
た、通信ネットワーク４を介してショッピングサービスカテゴリを指定してＷｅｂページ
を検索することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページを示すＵＲＬ
の例として、ｈｔｔｐ：／／ｓｈｏｐｐｉｎｇ．ｂｂｂ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？（
ｂｂｂは、Ｗｅｂページを管理する会社の名称）が挙げられる。また、通信ネットワーク
４を介してニューストピックス配信サービスカテゴリを指定してＷｅｂページを検索する
ことによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページを示すＵＲＬの例として
、ｈｔｔｐ：／／ｎｅｗｓ．ｃｃｃ．ｃｏ．ｊｐ／ｔｏｐｉｃｓ／（ｃｃｃは、Ｗｅｂペ
ージを管理する会社の名称）が挙げられる。
【００２９】
　このように、所定のＵＲＬを、所定の条件を指定する一定のＵＲＬに限定することで、
端末１は、所定の条件を指定してＷｅｂページを検索することによって得られた候補ＵＲ
Ｌをリスト表示するＷｅｂページと、これら候補ＵＲＬのリンク先のＷｅｂページとが混
在する履歴ＵＲＬの中から、前者のＷｅｂページのＵＲＬだけを容易に抽出できる。
【００３０】
　そして、所定のＵＲＬは、検索サーバ２を管理する一定の会社（本実施形態ではａａａ
会社）それ自体或いは一定の会社が提供するサービス（本実施形態では、ａａａ会社の提
供する検索サービス、ｂｂｂ会社の提供するショッピングサービス、ｃｃｃ会社が提供す
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るニューストピックス配信サービス）に対応するＷｅｂページのＵＲＬに限定することが
いっそう好ましい。このようなＵＲＬに限定することで、端末１は、一定の会社又は各種
提供サービスに対応するＷｅｂページであって、所定の条件に基づいてＷｅｂページを検
索することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページと、他のＷｅｂペ
ージとの中から、前者のＷｅｂページのＵＲＬだけを容易に抽出できる。
【００３１】
　登録操作としては、例えば、所定のＵＲＬを直接入力する操作が挙げられる。また、登
録操作として、ツールバープログラム３２を提供する会社が予め所定のＵＲＬの候補を選
定し、これらの候補をツールバープログラム３２によって端末１にハイパーリンクで表示
させ、その表示させたハイパーリンクをクリックする操作が挙げられる。また、ツールバ
ープログラム３２により、候補を追加ボタンとともに端末１に表示させ、その表示させた
追加ボタンを押し下げる操作や、ツールバープログラム３２により、候補をリストボック
スとともに端末１に表示させ、その表示させたリストボックスを選択する操作も挙げられ
る。
【００３２】
　図２は、本実施形態に係る登録ＵＲＬデータベース３３を示す図である。登録ＵＲＬデ
ータベース３３は、識別番号を示す「識別番号」フィールドと、ユーザが登録操作したＵ
ＲＬであることを示す「登録ＵＲＬ」フィールドとを含む。図２の例では、通信ネットワ
ーク４を介してそれぞれ検索キーワードによる検索サービスカテゴリの指定、ショッピン
グサービスカテゴリの指定及びニューストピックス配信サービスカテゴリの指定に基づい
てＷｅｂページを検索することによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂペー
ジを示すＵＲＬが登録ＵＲＬとして記憶されている。
【００３３】
　図１に戻り、制御部１０は、所望のＷｅｂページを閲覧するための閲覧操作を受け付け
る閲覧操作受付部１３と、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、Ｗｅｂページを管理
するＷｅｂサーバ３からＷｅｂページを取得し、その取得したＷｅｂページを表示する閲
覧表示部１４と、その表示したＷｅｂページのＵＲＬを記憶部３０に履歴ＵＲＬとして時
刻で順序づけて記憶させる履歴ＵＲＬ記憶部１５とを備える。そして、記憶部３０は、履
歴ＵＲＬ記憶部１５によって指令された履歴ＵＲＬを記憶する履歴ＵＲＬデータベース３
４を備える。閲覧操作受付部１３、閲覧表示部１４、履歴ＵＲＬ記憶部１５及び履歴ＵＲ
Ｌデータベース３４は、いずれもブラウザプログラム３１によって実行される部分であり
、履歴ＵＲＬ記憶手段として機能する。
【００３４】
　ブラウザプログラム３１は、端末１にＷｅｂページを表示させるためのプログラムの他
、表示させたＷｅｂページに含まれるハイパーリンクのクリック操作や、Ｗｅｂページ上
のボタンの押下、リストボックスの選択等の操作を受け付けるためのプログラムを含む。
また、ブラウザプログラム３１は、端末１に「戻る」及び「進む」のボタンを表示させ、
これらのボタンが操作されたことに応じて、当該ボタンが操作された際に表示しているＷ
ｅｂページのＵＲＬの直前又は直後に記憶したＵＲＬを読み出させ、そのＵＲＬによって
特定されるＷｅｂページを再表示させるためのプログラムを含む。
【００３５】
　一般に、履歴ＵＲＬは、端末１が表示した様々なＷｅｂページを示すＵＲＬを含み、い
わゆる検索サイトに接続するためのＵＲＬと、この検索サイトを用いて検索した結果を示
すＷｅｂページであって、所定の条件に基づいてＷｅｂページを検索することによって得
られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページを取得するためのＵＲＬと、これらの候
補ＵＲＬのリンク先のＷｅｂページを取得するためのＵＲＬとを含む。検索サイトに接続
するためのＵＲＬは、主に検索サイトを管理する会社を識別するための会社識別標識によ
って構成され、例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ（ａａａは、検索サ
イトを管理する会社の名称）が挙げられる。所定の条件に基づいてＷｅｂページを検索す
ることによって得られた候補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページに接続するためのＵＲ
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Ｌは、会社識別標識の他、所定の条件を識別するためのカテゴリ識別標識、検索条件の情
報、頁数の情報等を暗号化した条件等識別標識によって構成される。例えば、所定の条件
が、検索キーワードによる検索サービスを指定するＵＲＬとして、ｈｔｔｐ：／／ｓｅａ
ｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？ｄｅｆｇｈｉ（ａａａは、検索サイトを管
理する会社の名称、ｄｅｆｇｈｉは、検索条件の情報、頁数の情報等を暗号化したもの）
が挙げられる。候補ＵＲＬのリンク先のＷｅｂページに接続するためのＵＲＬは、そのＷ
ｅｂページの管理者によって異なるが、基本的に、Ｗｅｂページの管理者を識別するため
の管理者識別標識及びそのＷｅｂページ内部での管理階層構造を含む識別標識によって構
成され、例えば、ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｊｋｌ．ｃｏ．ｊｐ／ｍｎｏ／ｐｑｒ（ｊｋｌ
は、Ｗｅｂページを管理する会社の名称、ｍｎｏ及びｐｑｒは、そのＷｅｂページ内部で
の管理階層構造を含む識別標識）が挙げられる。
【００３６】
　制御部１０は、さらに、所定の後退操作を受け付ける後退操作受付部１６と、所定の進
行操作を受け付ける進行操作受付部１７と、所定の後退操作又は進行操作を受け付けたこ
とに応じて、履歴ＵＲＬデータベース３４に記憶された履歴ＵＲＬを取得する履歴ＵＲＬ
取得部１８と、履歴ＵＲＬ取得部１８が取得した履歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベ
ース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、所定の後退操作を受け付けた際に表示
しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに
対応するＷｅｂページを表示する後退表示部１９と、履歴ＵＲＬ取得部１８が取得した履
歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、
所定の進行操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬ
を抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する進行表示部２０と
を備える。後退操作受付部１６、進行操作受付部１７、履歴ＵＲＬ取得部１８、後退表示
部１９及び進行表示部２０は、いずれもツールバープログラム３２によって実行される部
分である。そして、これらの部分のうち、後退操作受付部１６、履歴ＵＲＬ取得部１８及
び後退表示部１９は、後退表示手段として機能し、進行操作受付部１７、履歴ＵＲＬ取得
部１８及び進行表示部２０は、進行表示手段として機能する。
【００３７】
　所定の後退操作としては、例えば、所定のキー操作（「Ａｌｔ＋Ｂ」）の他、ツールバ
ープログラム３２によって所定の後退操作を示すボタンを端末１に表示させ、ユーザにこ
のボタンを操作させること等が挙げられる。また、所定の進行操作としては、例えば、所
定のキー操作（「Ａｌｔ＋Ｎ」）の他、ツールバープログラム３２によって所定の進行操
作を示すボタンを端末１に表示させ、ユーザにこのボタンを操作させること等が挙げられ
る。
【００３８】
　履歴ＵＲＬ取得部１８として、ブラウザプログラム３１がインターネットエクスプロー
ラ（登録商標）である場合は、マイクロソフト社が提供するＡＰＩ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉ
ｏｎ　Ｐｒｏｇｒａｍ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）の１つとしてのＩＥｎｕｍＴｒａｖｅｌＬ
ｏｇＥｎｔｒｙ（）（ｈｔｔｐ：／／ｍｓｄｎ．ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ．ｃｏｍ／ｅｎ－ｕ
ｓ／ｌｉｂｒａｒｙ／ａａ７６８４８１（ＶＳ．８５）．ａｓｐｘ）を用いることができ
る。
【００３９】
　後退表示部１９及び進行表示部２０として、ブラウザプログラム３１が上記インターネ
ットエクスプローラ（登録商標）である場合は、上記ＡＰＩの１つとしてのＴｒａｖｅｌ
Ｔｏ（）（ｈｔｔｐ：／／ｍｓｄｎ．ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ．ｃｏｍ／ｅｎ－ｕｓ／ｌｉｂ
ｒａｒｙ／ａａ７６８４７２（ＶＳ．８５）．ａｓｐｘ）を用いることができる。
【００４０】
　［本実施形態のハードウェア及びソフトウェアの構成］
　本実施形態は、コンピュータ及びその周辺装置に適用される。本実施形態における各手
段（各部）は、コンピュータ及びその周辺装置が備えるハードウェア並びに当該ハードウ
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ェアを制御するソフトウェアによって構成される。
【００４１】
　上記ハードウェアには、制御装置（制御部）としてのＣＰＵの他、記憶装置（記憶部）
、通信装置（通信部）、表示装置（表示部）及び入力装置（入力部）が含まれる。記憶装
置（記憶部）としては、例えば、メモリ（ＲＡＭ、ＲＯＭ等）、ハードディスクドライブ
（ＨＤＤ）及び光ディスク（ＣＤ、ＤＶＤ等）ドライブが挙げられる。通信装置（通信部
）としては、例えば、各種有線及び無線インターフェース装置が挙げられる。表示装置（
表示部）としては、例えば、液晶ディスプレイ及びプラズマディスプレイ等の各種ディス
プレイが挙げられる。入力装置（入力部）としては、例えば、キーボード及びポインティ
ング・デバイス（マウス等）が挙げられる。
【００４２】
　上記ソフトウェアには、上記ハードウェアを制御するコンピュータ・プログラムやデー
タが含まれる。コンピュータ・プログラムやデータは、記憶装置（記憶部）により記憶さ
れ、制御装置（制御部）により適宜実行、参照される。また、コンピュータ・プログラム
やデータは、通信回線を介して配布することも可能であり、ＣＤ－ＲＯＭ等のコンピュー
タ可読媒体に記録して配布することも可能である。
【００４３】
　［処理フロー］
　図３～図７は、本実施形態に係る端末１における処理の流れを示すフローチャートであ
る。
【００４４】
　ステップＳ１では、制御部１０は、後に図４で説明する登録ＵＲＬ記憶処理を行う。こ
の処理は、ツールバープログラム３２によって実行される処理である。この処理において
、制御部１０は、所定のＵＲＬについて登録操作を受け付けたことに応じて、登録ＵＲＬ
データベース３３に対し、当該所定のＵＲＬを登録ＵＲＬとして記憶させる。
【００４５】
　ステップＳ２では、制御部１０は、後に図５で説明する履歴ＵＲＬ記憶処理を行う。こ
の処理は、ブラウザプログラム３１によって実行される処理である。この処理において、
制御部１０は、通信ネットワーク４を介して取得したＷｅｂページを表示したことに応じ
て、履歴ＵＲＬデータベース３４に対し、そのＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬとして
時刻で順序づけて記憶させる。
【００４６】
　ステップＳ３では、制御部１０は、後に図６で説明する後退表示処理を行う。この処理
は、ツールバープログラム３２によって実行される処理である。この処理において、制御
部１０は、所定の後退操作を受け付けたことに応じて、履歴ＵＲＬデータベース３４に記
憶された履歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方
一致する、所定の後退操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の
履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する。
【００４７】
　ステップＳ４では、制御部１０は、後に図７で説明する進行表示処理を行う。この処理
は、ツールバープログラム３２によって実行される処理である。この処理において、制御
部１０は、所定の進行操作を受け付けたことに応じて、履歴ＵＲＬデータベース３４に記
憶された履歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方
一致する、所定の進行操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直後の
履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページを表示する。
【００４８】
　図４は、登録ＵＲＬ記憶処理を示すフローチャートである。
【００４９】
　ステップＳ１１では、ＵＲＬ登録操作受付部１１は、所定のＵＲＬについての登録操作
の受付画像を端末１の表示画面に表示する。例えば、所定のＵＲＬが、検索サーバ２を管
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理する一定の会社（本実施形態ではａａａ会社）それ自体或いは一定の会社が提供するサ
ービス（本実施形態では、ａａａ会社の提供する検索サービス、ｂｂｂ会社の提供するシ
ョッピングサービス、ｃｃｃ会社が提供するニューストピックス配信サービス）に対応す
るＷｅｂページのＵＲＬに限定される場合、ＵＲＬ登録操作受付部１１は、ａａａ会社が
提供する検索キーワードによる検索サービスカテゴリを指定するＵＲＬであるｈｔｔｐ：
／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？、ｂｂｂ会社が提供するショッ
ピングサービスカテゴリを指定するＵＲＬであるｈｔｔｐ：／／ｓｈｏｐｐｉｎｇ．ｂｂ
ｂ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？及びｃｃｃ会社が提供するニューストピックス配信サー
ビスカテゴリを指定するＵＲＬであるｈｔｔｐ：／／ｎｅｗｓ．ｃｃｃ．ｃｏ．ｊｐ／ｔ
ｏｐｉｃｓ／等についての登録操作の受付画像を端末１の表示画面に表示する。
【００５０】
　受付画像としては、所定のＵＲＬを直接入力することを促す画像であってもよいし、ツ
ールバープログラム３２を提供する会社が予め選定したＵＲＬについて、ハイパーリンク
で表示する画像であってもよい。また、受付画像は、当該選定したＵＲＬについて、追加
ボタンやリストボックスとともに表示する画像であってもよい。なお、受付画像は、直接
入力、ハイパーリンク、追加ボタン及びリストボックスの中の２以上を併用するものであ
ってもよい。
【００５１】
　ステップＳ１２では、ＵＲＬ登録操作受付部１１は、ユーザによる登録操作を受け付け
たか否かを判別する。この判別がＹＥＳのときはステップＳ１３に移り、ＮＯのときは処
理を終了する。
【００５２】
　ステップＳ１３では、ＵＲＬ登録部１２は、ユーザが選択した所定のＵＲＬを登録ＵＲ
Ｌとして登録ＵＲＬデータベース３３に記憶させる。この処理が終わると、制御部１０は
、登録ＵＲＬ記憶処理を終了する。
【００５３】
　図５は、履歴ＵＲＬ記憶処理を示すフローチャートである。
【００５４】
　ステップＳ２１では、閲覧操作受付部１３は、所望のＷｅｂページを閲覧するための閲
覧操作を受け付けたか否かを判別する。この処理では、閲覧操作受付部１３は、ブラウザ
プログラム３１を実行することによって表示されたＵＲＬ入力領域（図示せず）、「戻る
」ボタン又は「進む」ボタンのいずれかへの入力操作や、検索サーバ２が管理するＷｅｂ
ページが表示されているときにおけるキーワードの入力操作等を受け付けたか否かを判別
する。この判別がＹＥＳのときはステップＳ２２に移り、ＮＯのときは処理を終了する。
【００５５】
　ステップＳ２２では、閲覧表示部１４は、所望のＷｅｂページを管理するＷｅｂサーバ
３からＷｅｂページを取得する。ステップＳ２３では、閲覧表示部１４は、ステップＳ２
２の処理で取得したＷｅｂページを端末１の画面に表示する。
【００５６】
　ステップＳ２４では、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、端末１の画面に表示したＷｅｂページ
のＵＲＬを履歴ＵＲＬデータベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる
。この処理は、ブラウザプログラム３１によって実行される処理であり、順序づけは、端
末１の画面に表示したＷｅｂページのＵＲＬを木構造で表現できる程度であれば足りる。
この処理が終わると、制御部１０は、履歴ＵＲＬ記憶処理を終了する。
【００５７】
　図６は、後退表示処理を示すフローチャートである。
【００５８】
　ステップＳ３１では、後退操作受付部１６は、所定の後退操作を受け付けたか否かを判
別する。この処理では、後退操作受付部１６は、所定のキー操作（「Ａｌｔ＋Ｂ」）が行
われたか否かを判別する。なお、本実施形態では、所定のキー操作について説明している
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が、ツールバープログラム３２によって所定の後退操作を示唆するボタンを端末１に表示
されている場合、後退操作受付部１６は、このボタンが操作されたか否かを判別してもよ
い。この判別がＹＥＳのときはステップＳ３２に移り、ＮＯのときは処理を終了する。
【００５９】
　ステップＳ３２では、履歴ＵＲＬ取得部１８は、履歴ＵＲＬデータベース３４に記憶さ
れた履歴ＵＲＬを取得する。ブラウザがインターネットエクスプローラ（登録商標）であ
る場合、この処理は、上記ＡＰＩの１つとしてのＩＥｎｕｍＴｒａｖｅｌＬｏｇＥｎｔｒ
ｙを用いることで実現できる。
【００６０】
　ステップＳ３３では、履歴ＵＲＬ取得部１８がステップＳ３２において履歴ＵＲＬを取
得したか否かを判別する。この判別がＹＥＳのときはステップＳ３４に移る。一方、履歴
ＵＲＬデータベース３４に一つも履歴ＵＲＬが記憶されていなかった場合等のため、この
判別がＮＯになったときは、後退表示処理を終了する。
【００６１】
　ステップＳ３４では、後退表示部１９は、履歴ＵＲＬ取得部１８が取得した履歴ＵＲＬ
のうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、所定の後
退操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出す
る。
【００６２】
　ステップＳ３５では、後退表示部１９がステップＳ３４において直前の履歴ＵＲＬを抽
出したか否かを判別する。後退表示部１９がステップＳ３４において条件に合致する履歴
ＵＲＬを抽出できた場合は、この判別がＹＥＳとなり、ステップＳ３６に移る。一方、後
退表示部１９がステップＳ３４において条件に合致する履歴ＵＲＬを抽出できなかった場
合は、この判別がＮＯとなり、後退表示処理を終了する。
【００６３】
　ステップＳ３６では、後退表示部１９は、ステップＳ３４の処理で抽出した履歴ＵＲＬ
に対応するＷｅｂページを端末１の画面に表示する。この処理が終わると、制御部１０は
、後退表示処理を終了する。
【００６４】
　図７は、進行表示処理を示すフローチャートである。
【００６５】
　ステップＳ４１では、進行操作受付部１７は、所定の進行操作を受け付けたか否かを判
別する。この処理では、進行操作受付部１７は、所定のキー操作（「Ａｌｔ＋Ｎ」）が行
われたか否かを判別する。なお、本実施形態では、所定のキー操作について説明している
が、ツールバープログラム３２によって所定の進行操作を示唆するボタンを端末１に表示
されている場合、進行操作受付部１７は、このボタンが操作されたか否かを判別してもよ
い。この判別がＹＥＳのときはステップＳ４２に移り、ＮＯのときは処理を終了する。
【００６６】
　ステップＳ４２では、履歴ＵＲＬ取得部１８は、履歴ＵＲＬデータベース３４に記憶さ
れた履歴ＵＲＬを取得する。
【００６７】
　ステップＳ４３では、履歴ＵＲＬ取得部１８がステップＳ３２において履歴ＵＲＬを取
得したか否かを判別する。この判別がＹＥＳのときはステップＳ４４に移る。一方、履歴
ＵＲＬデータベース３４に一つも履歴ＵＲＬが記憶されていなかった場合等のため、この
判別がＮＯになったときは、進行表示処理を終了する。
【００６８】
　ステップＳ４４では、進行表示部２０は、履歴ＵＲＬ取得部１８が取得した履歴ＵＲＬ
のうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、所定の進
行操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直後の履歴ＵＲＬを抽出す
る。
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【００６９】
　ステップＳ４５では、進行表示部２０がステップＳ４４において直後の履歴ＵＲＬを抽
出したか否かを判別する。進行表示部２０がステップＳ４４において条件に合致する履歴
ＵＲＬを抽出できた場合は、この判別がＹＥＳとなり、ステップＳ４６に移る。一方、進
行表示部２０がステップＳ４４において条件に合致する履歴ＵＲＬを抽出できなかった場
合は、この判別がＮＯとなり、進行表示処理を終了する。
【００７０】
　ステップＳ４６では、進行表示部２０は、ステップＳ４４の処理で抽出した履歴ＵＲＬ
に対応するＷｅｂページを端末１の画面に表示する。この処理が終わると、制御部１０は
、進行表示処理を終了する。
【００７１】
　［本実施形態に係る端末１の実施例］
　図８～図１７は、本実施形態に係る、Ｗｅｂページを表示する端末１、方法及びプログ
ラムを実施したときの端末１の画面４０での表示例を示す図である。
【００７２】
　図８は、所定のＵＲＬの登録操作を受け付ける登録操作受付画像を表示させるための準
備画像を示す図であり、図９は、当該登録操作受付画像において、ａａａ会社が管理する
検索サーバ２を用いてキーワード検索するためのＵＲＬを所定のＵＲＬとして登録するこ
とを示す図である。図１０は、所定のＵＲＬとして登録した、ａａａ会社が管理する検索
サーバ２を用いてキーワード検索するためのＵＲＬに接続することを示す図であり、図１
１は、当該ＵＲＬに対応するＷｅｂページにおいて「居酒屋　六本木」の検索条件で検索
することを示す図である。図１２は、当該検索条件での検索結果を示す図であり、図１３
は、図１２での検索結果で示されたハイパーリンクのうち、「居酒屋ｓｓｓ　六本木店」
と示されたハイパーリンクを選択した結果表示されるＷｅｂページを示す図である。図１
４は、図１３で示されたＷｅｂページにおいて、「おつまみ」と示されたハイパーリンク
を選択した結果表示されるＷｅｂページを示す図であり、図１５は、図１４で示されたＷ
ｅｂページにおいて、「日本酒」と示されたハイパーリンクを選択した結果表示されるＷ
ｅｂページを示す図である。図１６は、図１５で示されたＷｅｂページにおいて、「焼酎
」と示されたハイパーリンクを選択した結果表示されるＷｅｂページを示す図であり、図
１７は、図１６で示されたＷｅｂページにおいて、ユーザが所定のキー操作（「Ａｌｔ＋
Ｂ」）をしたときに表示されるＷｅｂページを示す図である。
【００７３】
　以下では、図８～図１７について詳細に説明する。
【００７４】
　まず、図８について説明する。図８は、所定のＵＲＬの登録操作を受け付ける登録操作
受付画像を表示させるための準備画像を示す図である。画面４０は、ブラウザプログラム
３１を実行することによって表示される第１のツールバー領域５０と、ツールバープログ
ラム３２を実行することによって表示される第２のツールバー領域６０と、Ｗｅｂページ
の内容を表示するＷｅｂページ表示領域７０とにより構成される。
【００７５】
　第１のツールバー領域５０には、履歴ＵＲＬデータベース３４に１つ前の順序であると
して記憶されたＵＲＬを読み出させ、そのＵＲＬによって特定されるＷｅｂページを再表
示させるための「戻る」ボタン５１と、履歴ＵＲＬデータベース３４に１つ後の順序であ
るとして記憶されたＵＲＬを読み出させ、そのＵＲＬによって特定されるＷｅｂページを
再表示させるための「進む」ボタン５２と、Ｗｅｂページ表示領域７０で現在表示してい
るＷｅｂページに対応するＵＲＬを表示させるためのＵＲＬ表示領域５３とが設けられて
いる。
【００７６】
　第２のツールバー領域６０には、ａａａ会社が提供する検索機能を実行させるための「
検索」ボタン６１が設けられている。ここで、画面４０には、操作の対象を指し示すため



(13) JP 4962992 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

のカーソル４１が表示されている。ユーザは、端末１のマウス（図示せず）を用いてカー
ソル４１を「検索」ボタン６１にまで移動させ、当該マウスをクリックする。そうすると
、「検索」ボタン６１の下方において、ユーザが登録ＵＲＬデータベース３３に登録ＵＲ
Ｌとして記憶させたＵＲＬを表示させるための登録ＵＲＬ表示領域６２が表示される。
【００７７】
　登録ＵＲＬ表示領域６２では、登録ＵＲＬデータベース３３に登録ＵＲＬとして記憶さ
せるための「検索の追加」フィールドと、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶させた登録
ＵＲＬの通称の変更や当該ＵＲＬの削除又は並べ替えを行うための「検索の設定・変更」
フィールドとが表示される。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用いてカーソル４１
を「検索の追加」フィールドにまで移動させている。
【００７８】
　次に、図９について説明する。図９は、図８で示された画像において、ユーザが端末１
のマウスをクリックしたときに表示される画像である。Ｗｅｂページ表示領域７０には、
ａａａ会社が提供する検索機能として、ａａａ会社が管理する検索サーバ２を用いて検索
するための「ａａａ！検索」、インターネットショッピングの提供会社であるｂｂｂ会社
が管理するＷｅｂサーバ３に記憶されたショッピングの情報を検索するための「ｂｂｂシ
ョッピング」及び報道機関であるｃｃｃ会社が提供する最新のニュースを閲覧するための
「ｃｃｃニュース」等が示されている。これら複数の機能のそれぞれについて、「追加」
ボタン７１ａ，７１ｂ，７１ｃが設けられている。ここでは、ユーザは、「ａａａ！検索
」を追加するため、カーソル４１を「追加」ボタン７１ａにまで移動させている。
【００７９】
　次に、図１０について説明する。図９で示された画像において、ユーザが端末１のマウ
スをクリックしたことにより、ＵＲＬ登録操作受付部１１は、「ａａａ！検索」に対応す
るＵＲＬである“ｈｔｔｐ：／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ”についての登録操
作を受け付け、ＵＲＬ登録部１２は、この登録操作の受付に応じて、当該ＵＲＬを登録Ｕ
ＲＬとして登録ＵＲＬデータベース３３に記憶させる。図１０は、当該ＵＲＬが登録ＵＲ
Ｌデータベース３３に記憶されたことを受けて登録ＵＲＬ表示領域６２に表示される画像
である。
【００８０】
　登録ＵＲＬ表示領域６２では、「検索の追加」フィールド及び「検索の設定・変更」フ
ィールドに加え、「ａａａ！検索」を実行するための「ａａａ！検索」フィールドが追加
されている。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用いてカーソル４１を「ａａａ！検
索」フィールドにまで移動させている。
【００８１】
　次に、図１１について説明する。図１０で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、ａａａ会社が管理する検索サー
バ２を用いて検索するためのＷｅｂページを閲覧するための閲覧操作を受け付け、閲覧表
示部１４は、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、検索サーバ２からＷｅｂページを
取得し、その取得したＷｅｂページを表示する。図１１は、このときに画面４０に表示さ
れる画像である。
【００８２】
　ＵＲＬ表示領域５３には、ａａａ会社が管理する検索サーバ２を用いて検索するＷｅｂ
ページに対応するＵＲＬであることを示す“ｈｔｔｐ：／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ
．ｊｐ”が表示されている。この表示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示した
ＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬデータベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけ
て記憶させる。
【００８３】
　Ｗｅｂページ表示領域７０には、「ａ！検索サイト」という文字とともに、検索条件を
入力するための検索条件入力部７２及び当該検索条件入力部７２に入力した検索条件での
検索を開始するための「検索」ボタン７３とが表示されている。ここでは、ユーザは、端



(14) JP 4962992 B2 2012.6.27

10

20

30

40

50

末１のキーボード（図示せず）を用いて検索条件入力部７２に「居酒屋　六本木」と入力
し、端末１のマウスを用いてカーソル４１を「検索」ボタン７３にまで移動させている。
【００８４】
　次に、図１２について説明する。図１１で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、「居酒屋　六本木」を検索条件
としたときの検索結果を示すＷｅｂページを閲覧するための閲覧操作を受け付け、閲覧表
示部１４は、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、検索サーバ２からＷｅｂページを
取得し、その取得したＷｅｂページを表示する。図１２は、このときに画面４０に表示さ
れる画像である。
【００８５】
　ＵＲＬ表示領域５３には、「居酒屋　六本木」を検索条件としたときの検索結果を示す
Ｗｅｂページに対応するＵＲＬであることを示す“ｈｔｔｐ：／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ
．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？ｄｅｆｇｈｉ”が表示されている。ここで、ｄｅｆｇｈｉ
は、検索条件が「居酒屋　六本木」であり、頁数が１頁目であること等を暗号化したもの
である。この表示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示したＷｅｂページのＵＲ
Ｌを履歴ＵＲＬデータベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる。
【００８６】
　Ｗｅｂページ表示領域７０には、検索条件が「居酒屋　六本木」であること、この検索
条件では約１００万件の結果が得られたこと、現在表示しているＷｅｂページは約１００
万件のうち１件目～１０件目の情報であることが示されている。また、Ｗｅｂページ表示
領域７０には、１件目の結果が「居酒屋ｓｓｓ　六本木」であり、そのＵＲＬが“ｈｔｔ
ｐ：／／ｗｗｗ．ｓｓｓ．ｃｏ．ｊｐ”であること、２件目の結果が「ｔｔｔ酒場　六本
木」であり、そのＵＲＬが“ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｔｔ．ｃｏｍ”であることが示さ
れている。３件目以降についても同様である。
【００８７】
　そして、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」、「ｔｔｔ酒場　六本木」等の文字はハイパーリン
クで表示されている。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用いてカーソル４１を「居
酒屋ｓｓｓ　六本木」のハイパーリンクにまで移動させている。
【００８８】
　次に、図１３について説明する。図１２で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」のＷ
ｅｂページを閲覧するための閲覧操作を受け付け、閲覧表示部１４は、この閲覧操作を受
け付けたことに応じて、Ｗｅｂサーバ３からＷｅｂページを取得し、その取得したＷｅｂ
ページを表示する。図１３は、このときに画面４０に表示される画像である。
【００８９】
　ＵＲＬ表示領域５３には、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」のＷｅｂページに対応するＵＲＬ
であることを示す“ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｓｓ．ｃｏ．ｊｐ”が表示されている。こ
の表示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示したＷｅｂページのＵＲＬを履歴Ｕ
ＲＬデータベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる。
【００９０】
　Ｗｅｂページ表示領域７０の右方には、「居酒屋ｓｓｓへようこそ」という文字が、「
当店は、こだわりの日本酒と焼酎を用意し、皆様をお待ちしております。」という文字と
ともに表示されている。そして、Ｗｅｂページ表示領域７０の左方には、「ごあいさつ」
、「おつまみ」、「日本酒」、「焼酎」、「アクセス」及び「お問合せ」という文字がハ
イパーリンクで表示されている。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用いてカーソル
４１を「おつまみ」のハイパーリンクにまで移動させている。
【００９１】
　次に、図１４について説明する。図１３で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」のＷ
ｅｂページのうち、「おつまみ」の内容を紹介するＷｅｂページを閲覧するための閲覧操
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作を受け付け、閲覧表示部１４は、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、Ｗｅｂサー
バ３からＷｅｂページを取得し、その取得したＷｅｂページを表示する。図１４は、この
ときに画面４０に表示される画像である。
【００９２】
　ＵＲＬ表示領域５３には、当該Ｗｅｂページに対応するＵＲＬであることを示す“ｈｔ
ｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｓｓ．ｃｏ．ｊｐ／ｏｔｓｕｍａｍｉ”が表示されている。この表
示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示したＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬ
データベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる。
【００９３】
　Ｗｅｂページ表示領域７０の右方には、居酒屋ｓｓｓが提供するおつまみの内容が表示
されている。そして、Ｗｅｂページ表示領域７０の左方には、図１３のときと同様の文字
がハイパーリンクで表示されている。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用いてカー
ソル４１を「日本酒」のハイパーリンクにまで移動させている。
【００９４】
　次に、図１５について説明する。図１４で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」のＷ
ｅｂページのうち、「日本酒」の内容を紹介するＷｅｂページを閲覧するための閲覧操作
を受け付け、閲覧表示部１４は、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、Ｗｅｂサーバ
３からＷｅｂページを取得し、その取得したＷｅｂページを表示する。図１５は、このと
きに画面４０に表示される画像である。
【００９５】
　ＵＲＬ表示領域５３には、当該Ｗｅｂページに対応するＵＲＬであることを示す“ｈｔ
ｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｓｓ．ｃｏ．ｊｐ／ｎｉｈｏｎｓｙｕ”が表示されている。この表
示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示したＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬ
データベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる。
【００９６】
　Ｗｅｂページ表示領域７０の右方には、居酒屋ｓｓｓが提供する日本酒の内容が表示さ
れている。そして、Ｗｅｂページ表示領域７０の左方には、図１３及び図１４のときと同
様の文字がハイパーリンクで表示されている。ここでは、ユーザは、端末１のマウスを用
いてカーソル４１を「焼酎」のハイパーリンクにまで移動させている。
【００９７】
　次に、図１６について説明する。図１５で示された画像において、ユーザが端末１のマ
ウスをクリックしたことにより、閲覧操作受付部１３は、「居酒屋ｓｓｓ　六本木」のＷ
ｅｂページのうち、「焼酎」の内容を紹介するＷｅｂページを閲覧するための閲覧操作を
受け付け、閲覧表示部１４は、この閲覧操作を受け付けたことに応じて、Ｗｅｂサーバ３
からＷｅｂページを取得し、その取得したＷｅｂページを表示する。図１６は、このとき
に画面４０に表示される画像である。
【００９８】
　ＵＲＬ表示領域５３には、当該Ｗｅｂページに対応するＵＲＬであることを示す“ｈｔ
ｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｓｓ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｙｏｕｔｙｕｕ”が表示されている。この表
示とともに、履歴ＵＲＬ記憶部１５は、その表示したＷｅｂページのＵＲＬを履歴ＵＲＬ
データベース３４に履歴ＵＲＬとして時刻で順序づけて記憶させる。
【００９９】
　Ｗｅｂページ表示領域７０の右方には、居酒屋ｓｓｓが提供する焼酎の内容が表示され
ている。そして、Ｗｅｂページ表示領域７０の左方には、図１３～図１５のときと同様の
文字がハイパーリンクで表示されている。ここでは、ユーザは、カーソル４１の操作とは
異なり、端末１のキーボードを用いて「Ａｌｔ＋Ｂ」キーを操作している。
【０１００】
　次に、図１７について説明する。図１６で示された画像において、ユーザが「Ａｌｔ＋
Ｂ」キーを操作したことにより、後退操作受付部１６は、当該操作を所定の後退操作とし
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て受け付ける。そして、履歴ＵＲＬ取得部１８は、当該所定の後退操作を受け付けたこと
に応じて、履歴ＵＲＬデータベース３４に記憶された履歴ＵＲＬを取得する。また、後退
表示部１９は、履歴ＵＲＬ取得部１８が取得した履歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベ
ース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、所定の後退操作を受け付けた際に表示
しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その抽出した履歴ＵＲＬに
対応するＷｅｂページを表示する。
【０１０１】
　本実施例において、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬは“ｈｔｔｐ
：／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ”であることから、履歴ＵＲＬ取得部１８が取
得した履歴ＵＲＬのうち、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一
致する、所定の後退操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の履
歴ＵＲＬは“ｈｔｔｐ：／／ｓｅａｒｃｈ．ａａａ．ｃｏ．ｊｐ／ｓｅａｒｃｈ？ｄｅｆ
ｇｈｉ”である。したがって、後退表示部１９は、当該直前の履歴ＵＲＬを抽出し、その
抽出した履歴ＵＲＬに対応するＷｅｂページ、すなわち図１２に示すＷｅｂページを表示
する。図１６は、このときに画面４０に表示される画像である。
【０１０２】
　本実施例によると、ユーザが所定のＵＲＬについて登録操作を行い、当該所定のＵＲＬ
を登録ＵＲＬデータベース３３に記憶しておけば、その後、ユーザが「Ａｌｔ＋Ｂ」キー
を操作するだけで、端末１は、履歴ＵＲＬデータベース３４に記憶された履歴ＵＲＬの中
から、登録ＵＲＬデータベース３３に記憶された登録ＵＲＬと前方一致する、所定の後退
操作を受け付けた際に表示しているＷｅｂページのＵＲＬの直前の履歴ＵＲＬにまで遡っ
てＷｅｂページを表示する。これにより、ユーザは、ブラウザプログラム２１を実行する
ことによって表示される「戻る」ボタン５１を繰り返し押し続けることなく、１回のキー
操作で閲覧履歴を辿って所望のＷｅｂページを表示可能な端末１、方法及びプログラムを
提供できる。
【０１０３】
　また、本実施例によると、端末１は、ユーザ自らが登録操作したカテゴリについての候
補ＵＲＬをリスト表示するＷｅｂページと、これら候補ＵＲＬのリンク先のＷｅｂページ
とが混在する履歴ＵＲＬの中から、前者のＷｅｂページだけを容易に抽出できる。そして
、本実施例によると、ユーザが登録可能な所定のＵＲＬは、検索サーバ２を管理するａａ
ａ会社それ自体又はａａａ会社と提携するｂｂｂ会社、ｃｃｃ会社等が管理するＷｅｂペ
ージのＵＲＬに限定される。そのため、端末１は、ａａａ会社又は提携会社が管理するＷ
ｅｂページであって、ユーザ自らが登録操作したカテゴリについての候補ＵＲＬをリスト
表示するＷｅｂページと、他のＷｅｂページとの中から、前者のＷｅｂページのＵＲＬだ
けを容易に抽出できる。
【０１０４】
　また、本実施形態に記載された効果は、本発明から生じる最も好適な効果を列挙したに
過ぎず、本発明による効果は、本実施形態に記載されたものに限定されるものではない。
【符号の説明】
【０１０５】
　　　１　端末
　　　２　検索サーバ
　　　３　Ｗｅｂサーバ
　　　４　通信ネットワーク
　　１０　制御部
　　１１　ＵＲＬ登録操作受付部
　　１２　ＵＲＬ登録部
　　１３　閲覧操作受付部
　　１４　閲覧表示部
　　１５　履歴ＵＲＬ記憶部
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　　１６　後退操作受付部
　　１７　進行操作受付部
　　１８　履歴ＵＲＬ取得部
　　１９　後退表示部
　　２０　進行表示部
　　３０　記憶部
　　３１　ブラウザプログラム
　　３２　ツールバープログラム
　　３３　登録ＵＲＬデータベース
　　３４　履歴ＵＲＬデータベース

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】



(21) JP 4962992 B2 2012.6.27

【図１５】 【図１６】

【図１７】



(22) JP 4962992 B2 2012.6.27

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００７－１７９２８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              池田  啓，徹底比較  頂点はどれだ！？徹底対決３大Ｗｅｂブラウザ総ざらい，ネットワーク  
              マガジン，日本，株式会社アスキー，２００７年　１月　１日，第１２巻  第１号，ｐ．５６～
              ５９

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０６Ｆ　　１３／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

